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貧 困 と の た た か い
ζ くに中国の農民運動を中心 として
北 崎 耕 堂
は し が き
中国の農村が,1958年の人民公社の誕生を契機として,現代化路線に沿って今 日のような変
革を成し遂げたことはいうまでもないことである。中国の人口を約10億人として,そ の約80パ
ーセント強を占めているのが農村の人口である。したがって,国民経済の発展をもたらす基礎
をなすものとしては,や は りなんといっても農業生産が挙げられ,そ の進展いかんが国民経済
を左右することになる。
かつての中国の農村の生活,す なわち解放前の国民党が支配していたころの農民たちの生活
は,貧 困そのものであったといわれている。当時の農村の生活の実態を資料によって精査 して
みると,大部分の農民は,わ ずか5パ ーセント弱の地主や富農によって搾取され,少 な くとも
70づ一セント以上の農民は貧 しい生活を強いられていたのである。この人たちは,当 時,貧 農
あるいは下層中農 と呼ばれていたが,こ の呼称はひ とつの階級的な概念であったのである。解
放前の農村では,人びとは,経済的地位によって,そ れぞれ地主 ・富農 ・中農(上 暦 ・中層 ・
下層).・貧農 ・雇農に分けられていた。これらのうちで,地 主と富農 とは,い わゆる農業生産
のために労働力を搾取する側の階級である。これに対して,雇農 ・貧農 ・下層中農の農民は,
ひどい挿圧と搾取とを強いられてきた人びとである。
しかしながら,こ うした貧レい生活を強いられてきた農民たちは,決 してひと握 りの地主や
富農の,権 力や搾取に屈 していたわけではなかった。毛沢東主席が,
「農民がどういう状態にあるかは,わ が国の経済 と権力の強化にとってきわめて大きな関
係がある」1)
と述べたために,農民たちは地主や富農から土地の解放をめざして,連帯してきぜんとして立
ち上がり,1946年には,ついに土地改革がおこなわれて,地 主の土地は国家によって没収され
て,貧 しかった農民たちに分配されることになった。
か くして,土 地改革の勝利をえた農民たちは,そ れまでの封建 的な土地制度から解 放 さ れ
て,土 地は農民の個人所有制にかわったのである。しかしながら,経済的に豊かに な っ た の
は,中農のなかでも中層および上層の農民たちだけであって,貧農や下層中農は,相 変わらず
貧困から抜け出すことはできなかった。一方では,少 数の富裕中農は富農になろうとして懸命
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になり,小農経済が両極分化をおこすことはさけられな くなった。これは,中国の農村が土地
改革後に直面した重大な問題であった。
政府当局 と党中央 とは,こ うしたi両極分化の方向にある農村の実態を察知して,富農経済を
ユい
発展させることはまちがっており,生産の協同化が基礎でなければならないと指導したのであ
る。 したがって,中国全土が解放されたのちに,政 府当局 と党中央とは,農村の資本主義的搾
取を制限 して,それを消滅::させなけ姦ばならないといって,生産の協同化が先決であると繰 り
かえし,さらに強調しながら農民を指導して,か れらに互助 ・協同化の道を歩ませ,農 業の社
会主義的生産関係を一歩一歩打ち立てていったのである。
1951年12月に,党 中央は,
「農業の互助 ・協同にかんする決議」2)
を発表したが,こ れは,多数 の農民に前進の方向を示したもの といえるであろう'。この決議は,
各地の各級委員会に対して,自発的な意志と相互利益の原則にしたがって,農業生産の互助 ・
協同化の運動を一歩一歩前進 させて発展させるように,農 民たちを指導することを呼びかけて
いるのである。その第1歩 としては,個人経済の基礎の うえに社会主義の萌芽である集団労働
の組織化,す なわち互助組をつ くることである。1互助組はふつう数戸から10数戸をもってつ く
られるのが理想とされている。この互助組では,労 働のときには互いに助けあって,等価交換
の原則で労働力を出しあってその代価を支払うことになっている。
こう心 て互助組の組織化は進展するのであるがゴ憎方では貧農および下層中農と富裕中農と
の競争 もγしだいに激しくなうて くるのである。力関係からすれば,経済的な面などから考え
ても,10数戸の貧農や下層中農の組織のほうが,・富裕中農のそれに押され気味の状態になって
しまうことは当然である。そこで,貧 農や下層中農に属している人たちは,さ らに組織を拡大
して,1954年には,生 産協同組合を結成 して,それを発展させていった。この間に,た たかい
は,もろもろの要因によって繰 りかえされていたのである。しかしついに1958年に本論の第
1章以後において詳しく述べようとするところの;いわゆる人民公社が誕生することになっ・た。
したがって,こ の論文では,わ たくしが1980年5月に訪中した際に訪問した,上海市嘉定県
にある城東人民公社の生活の実態を通して,中国農民のA日 にいたるまでの1「貧困とのたたか
い」について考察してみたい。
嘉定県は,上海市の郊外の西北端に位置し,人 口は約49万人であるといわれていた。この嘉
定県には19の人民公社があるが,それらの うちのひとつである城東人民公社は,戸数は約5,000
戸で,人 口は約25,000人である。公社の組織は,、下部に9生 産大隊(農 業5,工業2,商業1,水産
1.)があって,、さらに,生産大隊の下部組織 として82の生産隊がある。1
耕地額積は約1,935ヘクタールで,生産物は耕地の約40パー セン トで食糧をつくり,約30パー
セントで綿花,残 りの約30パー セン トの耕地には野菜などを作付けしていた。これはこの地方
の主要生産物であるが,そ のほかに副業として,牧畜 ・漁業 ・茸 ・薬草栽培,手芸などもなさ
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れ てい る。前述の82の生 産隊 は,ほ とんどが農業生産 に従事 してい るとい うこ とであ った。
1農 村 の 変 革
1封 建社会の土地所有
(1)土地改革前の農村
中国,と くに上海市郊外の農村における土地改革は,す でに最初に言及したように,1946年
にその兆しをみたのであるが,そ れ以前の土地所有は,ま さしくきわめて封建的なものであっ
だ。「今 日の城東人民公社が耕作している1,935ヘクタールの土地所有をみると,人 口の約7パ
ーセントにしかすぎない地元の地主と富農 とが所有 していた土地は,土地全体の約40パー セン
トであった。人口の約80・ぐ轡セン トを占めている下層中農 ・貧農 ・雇農の所有土地は約25パー
セントで,残 りの土地は,中,上 層中農と市街地に居住 している豪商,す なわち,い わゆる不
在地主によって所有されていた。
この城東人民公社の第7農 業生産隊は,現在43世帯から成っているが,か つては58世帯で一
部落を構成 していたとい う。その うち地主と富農は11戸で,こ の階層は土地所有とい う点から
みると,部落全体の64パー セン トを占めていたことになる。地主は3戸 あって,1戸 当たりの
平均は5.3・くクタール,富 農は8戸 あって,1戸当た りの平均は約3ヘ クタールであった。これ
に対して,貧農 ・雇農世帯23戸の所有土地は,全 部合わせても2.7ヘクタールであった とい う
ことであるから,村の土地全体の割合からすると約5パ ーセントで,1戸 当たりに平均してみ
ると,わずかに0.13ヘクタールにすぎなかった。したがって,こ の貧農 ・雇農の土地は全部合
わせても,地主1戸 の土地の半分 しかなかったのである。(1950年9月,上海市郊外地区に,
区と郷の人民政府がつ くられ,郷 の下に,昔からある部落をい くつかまとめて管轄する行政村
が設けられた)'
このように,土 地改革以前の中国の農村の生活,と くに貧農や雇農に属 している農民たちの
生活は,否応なしに貧 しい生活を強いられるかたちになっていたことがわかる。、そこで,旧 中
国の農村の諸階級について簡単に述べてみよう。農村の階級には,前 述したように,雇農 ・貧
農 ・中農(下 ・中 ・上層)・ 富農 ・地主の五つの階級があった。これは,基 本的には,生産手
段の所有と労働力の搾取との関係によって把握 され,固定化されていたと考えることができる。
これについては 『毛沢東選集』第1巻 所収の 「農村の階級分析」のところに,ほ ぼ次のよう
に述べられているがすなわちジ雇農とは土地をほとんどあるいはまった くもたず,生 活のため
に他人から労働力を搾取される存在である。貧農の場合は多少の土地をもっているけれども,
それだけでは食べてはいけない。それで,か れらの生活は部分的に労働力を売ってやっとなり
たっていた。中農は下 ・中 ・上層の3階層に区分されるので各階層間に多少のちがいはあると
しても,基本的に家族の労働力を燃焼させるだけの生産手段をもっているから,自分も搾取さ
れないかわりに,他人をも搾取しない,ま た,.搾取したとしても,それは,少 部分の搾取だけ
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にとどまっているという,いわゆる自営だけでやっていける農民たちである。これらの勤労農
民が,実 は農村人口の9割 を占めていたのである。
これに対して,富 農と地主は労働力を搾取する立場の階級であった。その うち,富 農は自分
でも主要な労働に参加 したが,大部分は他人の労働力を搾取して肥えふとってい鵡 他方,地
主は自分ではまったく労働をせずに,他人の労働力を搾取するのみで最大のぜいた くな暮らし
をしていた。しかも,地主と富農の二つの階級は,一般的に考えると,農村人口の1割 弱にす
ぎなかったが,土地所有 という面においては,`土地全体の70パー セントから80パー セン トの土
地を手中にしていた。そればかりか,土地をわずかしかもっていない農民にこの土地を貸し与
えて,苛酷な封建制度のしくみに乗っかっての,予 想外の小作料を取 り立てていたのである。
'したがって,土地改革前は物価が暴騰し,貨弊価値が下落しつづけたので,地 主が農民たち
から取り立てたのは現物が主になっていたとい う。こうした現物による小作料は,や がては労
働条件の再生産や生産手段の再生産を不安定なものにしていることを意味 している。このこと
については,中国共産党上海市委員会が主導権 をもって,マ ルクスが指摘 したことを基本にお
いて指導している。マルクスの指摘によると,
「労働条件の再生産,生 産手段そのものの再生産をほんとうに危 くし,生産の拡張を多か
れ少なかれ不可能にし,直接生産者の生産手段を肉体的最低限度 まで圧 し下げる'Y竄ﾇにな
ることもありうる」3)
というのである。要するに,富裕な地主が貧 しい農民たちの労働力を搾取 しているとい う事実
は,以前の封建的な社会に逆もどりしていることを意味 していることはい うまで もない。
② 搾取の実態と貧農の生活
搾取としての小作料の取 り立てにもいろいろあるが,上海市郊外一帯でなされていたものと
しては,次のようないくつかのものがある。
① 「包租」あるいは 「耕地の借切 り」 というもので,貧農や雇農に属している農民たちが地
主から土地を借 りて耕作する場合に,毎 年1ム ー(約6,6アール)当 たりの小作料がきまって
いて,豊 作,減 収をとわずに定額の分は納めなければならない。納めるものはほとんどが米で
あるが,米 のかわりに大豆や綿花を納める場合 もある。納める量は土地のよしあしによって米
4斗(1斗 は約7,5キロ)から1石 までのひらきがあって,ふ つ うの場合5斗 から8斗であっ
たとい うから,この量は1年 の平均収量の半分以上に当たっている。'しかも,災害のために収
穫がなくても地主は強引に小作料を取 り立てたので,これらの農民たちは,し ばしば一家離散
のうき目にあって不幸のどんそこに追いやられた。
② 「分租」あるいは 「刈分け」 というもので,い わゆる小作料の総額を決めずに,毎 年収量
の うちの何割かを地主に納めるというのである。この分け方についてみると,地主はただ土地
だけを提供するのみであって,原 則的にはその他のものはいっさい提供しない。,したがって,'
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種 まきから収穫 までの労働 は農民 たちがや るのであ るか ら,種 や肥 料な どの負担が かれ らにあ
るのはもち ろんの ことであ る。 そして,そ の収 穫物の40パーセン トか ら50パーセン ト、ほ どを地
主 が とりあげてい る。 ところによっては,燃 料にす る作物 がらまですべて地主の ものになって
いた。 もしも,地 主 が種 ・肥料 ・畜力 などの生産手段 の一部,あ るいは夫部分 を出 した場合に
は,農 民 は,収 量 の半分以上,多 い ときに1さ70パー セ ン トから80パーセン トの量 を小作料 とし
て と りあげられ てい たとい う。
⑱ 「預舞」あるいはr前 納後作」というもので,地 主の土地を耕作する場合に,前 もって小
作料を緬めておくことをいう。なかには1年 から数 ヵ年分の小作料を支払わされる場合もあっ
た0貧 しい農民たちは金がないために借金をしなければならず,こ うなるとまず高利黛の搾取
をうけることになる。.一方,地 主は前もって手に入れた小作料を,貧 しくで困っている羃民た
ちに高利で貸していたので,農民たちは二重に搾取 されていたことになる。
以上ぼ小作料にかかわる地主の搾取であるが,地 主階級は,さ らに農民たちからしぼりとろ
うとして,小 作料以外の搾取に血眼になり,いろいちの手口を使ったといわれている。その主
なものとして次のようなものがある。
①小作保証金。農民たちは土地の小作権を手にいれるために,ま ず,地主に一定額の金銭や
食糧などを小作権保証金としてわたすしくみセある。 もしも年末になって小作料が納められな
いならば,'そのときは,地主はその保証金を差し押えてしまう。
②水まし田畑からめとりたて。地主は,実際には1ム ーにみたない土地を農民たちに貸 し与
え,年末に小作料を取 り立てるときは,水 ましして1、ムー分として取 り立てた。.その程度をみ
ると・地 主が土地を・」・練 だす場合1・!ま・°・7ム冖乃至 は゜・8ムPを1ム 叱 して計鄭 ていた
とい う。
③大きな升に大きなおもり。これは,地 主が農民たちから名目以上のものを搾取するために
用いたや り方であって,小 作料をうけとるときには大きな升やおもりで計 り,ふつ うの計 りや
升を用いた場合よりも,1石(約75キロ)について5キ ロから8キ ロのものを多く手にいれた
という。
このように,小作料の重圧やそれ以外の搾取にあ気 ぐ貧 しい農民たちは,生産や暮らしに困っ
てやむなく地主や富農,あ るいは悪徳商人から借金をして,高い利子を支払わされていた。そ
の悪徳商人や高利貸の搾取のやり方もさまざまで,あ る場合には,地主 ・富農 ・悪徳商人は,収
穫期を目前にして食糧を買わなければならなくなると,搾取する側の階級者は農民たちの貧 し
さにつけこんで,古 米や古麦を高い代金で売 りつける。しかも,収穫前で代金が支払えないと
きには,ま だ十分に成熟しない稲や麦をむ りやりに安 く売らせてしまうとい う,いわゆる俗に
い う 「青田買い」をやるのである。こうした地主階級の二重 ・三重の残酷な搾取のために,農
民たちは汗水流して働きつづけても,最抵限度の生活さえも維持することが容易でなかった。
したがって,多 くの貧しい農民たちは借金にあえぎ,財産という財産はすべて失って,一 家離
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散のうき目にあった農民たちも決して少な くない。
2封 建的土地制度の一掃
(1》連帯 して立ち上がった農民
1949年の5月 に上海が解放され,同 年10月1日,には,長 期にわたる封建支配下にあったこの
中国 も;「中華人民共和国」として新しい中国の誕生をみたのである。その日から,この上海
市郊外の農村におセ・ても土地改革の兆しがみられ,そ れまでひとにぎりの地主 ・富農 ・悪徳商
人の搾取に苦 しんできた農民たちは,中 国共産党および中央政府の指導のもとに,反 動的保甲
制度(宋 朝から清朝までの封建社会の武装 「自衛」組織であって,国民党時代にも反動支配め
末端組織として利用され,解 放直前まで,都市から農村のすみずみまでかなりいきわたってい
た制度)の 打破のために立ち上が り,農民たちは協会をつ くるために積極的に参加したのであ
る。そして,この農民協会が成立して最初に手がけられた大きな仕事は,一部の持権階級によ
る残酷な搾取の手段となっていた小作料 と,高い利子との引き下げであった。
小作料と利子との引き下げが達成されたということは,こ うして,解放初期の農民たちが自
らの力で連帯して立ち上が り,封建的な搾取に反対する闘争でかちとった,は じめての勝利で
あった。このたたかいによって,地 主階級の威勢が うちくだかれはじめ,農 民たちがうけてい
た搾取 もい くらか軽減 していった。そして,農民協会の威信と農民たちの階級的自覚が大きく
高まってい くなかで,農 村の基礎単位の幹部たちが,闘争を通してきたえられていったのであ
る。この幹部養成が達成 されるに従って,農民協会の組織はいっそう強固になり,ますます発
展して,1950年の暮れには,参加戸数は農家総数の70パー セ、ントから80パー セン トにまで達 し
た。こうして,一 歩すすんで農民たちを立ち上がらせて,土地改革をおこな うための組織面 と
思想面との条件がつ くりだされたのである。
たまたま1950年の6月,毛 沢東主席は,
「だんどりを追い,秩序をもって土地改革の仕事をすすめるように」4)
と呼びかけた。中央人民政府はこれをうけて,6月 の末には丁中華人民共和国土地改革法」 を
飾 した・こうして謝 勲 な土地制度を徹底的師 ち砕憫 争が沖 颱#こ まき穆こ?た
のである。
しかし,農民たちのなかでも階層の違いによって,土 地改革に対する反応は異なっていた。
下層中農 ・貧農 ・雇農に属 している農民たちは,自給のための土地を持たないか,あ るいはわ
ずかしか持っていない農民は,過去においてもっともひどい搾取と抑圧をうけていたので,暮
らしが苦しかったこともあって,土 地改革をいちばん切実に希望していた。そのうえ,中央政
府が指導して養成した土地改革工作隊員を農村へ送 り込んだので,農 民たちは喜びにわいて,
土地工作隊員のことを,
「毛主席がわれわれ農民の解放を助けるために派遣された隊伍」5)
であると親しみをこめて呼んだとい う。
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これに対して,中 層中農の場合はほとんどが自作農であるけれども,土地や金を借 りでいる
ものもかなりいて,封 建的な小作料や高利貸のあ くどい搾取をうけているので,こ の層のほと
んどの中農は土地改革を支持しだ。しかし,土地をかな り多 く持っていて暮 らしがわりあい安
定している一部のものは,土地改革から得るものが大きくないと考えて,わ れ関せずの態度を
とった。土地をたくさん持ち,搾取をおこなっていた富裕な上層中農は,自 分を富農としてみ
られはしないかと内心不安でたまらず,工 作隊にはどっちつかずの態度を とって,な かなか近
づこうとしなかった。
土地改革は,い わゆる数多い貧 しい農民たちが,解放をかちとるための革命運動であって,
貧しい農民たちを思い切って立ち上がらせ,土 地改革を農民たちの自覚的な行動にしてはじめ
て,地主階級の根強い反抗をうち破 り,この偉大な歴史的使命を達成することが,土 地改革工
作隊員の大きな責務であった。工作隊員は農村へはいると,中央政府のジ 、
「貧農に依拠 し,中農と団結して,だんどりを追い,区 別をつけて封建的搾取制度を消滅
し,農業生産を発展させる」6)
という土地改革の総路線にしたがづて,大胆に農民たちを立ち上がらせたのである。まず貧 し
い農民たちをたずねて,そ の苦しみを聞 くとい う活動を通して,革 命に対してもっとも強い意
志と,勇敢さを備えている貧農 ・雇農を十分に立ち上がらせ,土地改革のなかで中核 としての
役割を十分に発揮させるようにした。
(2}土地改革後の運動
かくして,土地改革工作隊は下層中農 ・貧農`雇 農に依拠して中農 と団結し,農村に存在す
るすべての反封建勢力とも団結して,地 主階級に対する断固とした闘争を共同してすすめた。
そのなかで,多 数の下層中農 ・貧農 ・雇農のなかに,積極的な青年層や婦女連合会の協力者が
急速に現われた。
また,工作隊員はその都度農民たちを指導して,農 民協会にまぎれこんでいる不純分子を一
掃することにより,農民協会の組織を整えて,真に土地改革の執行機関としたのである。農民協
会の成員たちは,工作隊の指導をうけながら,さ まざまな方法で貧しい農民が今までの苦 しみ
を吐きだして,貧 しさの根っこを掘 りおこす訴苦運動を推進するように指導した。これは,貧
しい農民大衆を立ち上がらせる活動の重要な一環であったが,ま さしく血と涙の訴えは農民た
ちの激 しい怒 りを呼び起こしたのである。
この訴苦運動が推進されるなかで,貧 しい農民たちは,血 と涙で綴られたわが家の歴史を思
い起こしゾ地主階級の悪徳行為を糾弾することによって,自分たちの貧困の根っこがどこにあ
るかを認識し把捉していらた。こうして,土 地改革をや りぬき,この根っこを除去 しようとい
う闘志をいっそう強 くしてい くのであるが,二その裏面には党中央の政策ど農民協会の指導があ
ったことはい うまでもない。
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反革命分子を鎮圧する運動は,貧 しかった農民たちをして地主との闘争の高まりを力強 く促
進 した。・こうして,農民たちの心を奮い立たせたそのころ,上海市郊外の嘉定県の現在の城東
人民公社になっているどの村で も,地主とのたたかいが繰 りひろげられていた。
「太陽が輝き,.東風の吹きわたる村の広場には,貧 しい農民たちが結集して,村 に数人し
かいない地主を糾弾する大衆集会がおこなわれていた」7)
のである。農民たちを残酷に搾取し,財産を隠匿 して,土 地改革を破壊しようとしていた地主
の悪徳行為は,貧 しい農民たちの地主階級に対する限 りない憎 しみとなってあらわれ,これを
糾弾する怒 りの声はいたるところで高 まっていた。
これらのひと握 りの地主を糾弾する闘争大会は,いずれの場合でも大成功をおさめ,地主たち
の威厳は地にたたき落され,貧 しい農民たちは大いに気勢をあげた。旧社会のなかでは一部の
特権階級のためにあざむかれ,、抑えつけられ,さ んざんしぼ りとられてきた農民たちがついに
立ち上がったのである。 ・
訴苦運動や地主階級の糾弾に成功 した農民たちは,農民協会に導びかれながら党中央の政策
に基づいて,千数百年のながきにわたって搾取してきた地主をうち倒すことができた。 さらに
中央政府は,地 主階級が農民たちを搾取する道具としてきだ土地や役畜,農 具などの生産手段
を没収し,同時に余分の食糧と家屋を没収した。また,富農や商工業者に貸し出している土地
のうち,徴収すべき一部の土地を没収したのである。
中央政府が没収あるいは徴収した土地をはじめ,そ の他,生 産手段に必要なものすべてを農
民たちに分配することにした。土地の分配では,以 前から土地をわりあい多く借 りて耕作して
いる農民には相応の配慮を加え,一般的に農民1人12アー ルから15アー ルを分配 した。土地を
まったく持たないか,あ るいは少ししか持っていない農民には,ふ つう1人当たり10アー ルか
ら13アー ・レが分配された。前述しだ嘉定県城東地区の約4,500戸の農民に,合わせて約1,500ヘ
クタールの土地とその他の生産手段,家 屋,食糧などが分けられた。この分配と同時に,農民
協会は'「中華人民共和国土地改革法」第10条の規定に基づいて,地 主にも同じように土地を分
配し,自 ら働いて生活を維持できるようにし,ま た労働のなかで自己を改造できる ようにし
た。
貧しい農民たちは長い年月にわたって,血 と汗を注いで切 り開いてきた土地をついに自分の
手に取 り戻すことがでぎた。こ うして,土 地の分配が始まると,ま るで結婚式かなにかの祝い
ごとがやってきたかのように,,、 ・
「歌い,踊 り,大きな興奮に包まれた」
と,嘉定県革命委員会から入手した資料に記されている。それまで,土 地を持たなかった農民
が土地を分けてもらい,そ の証文を手にした農民の多くは,自分の畑に立ってその土を握 りし
めながら,貧 しかった過去をふりかえって,底 知れない感動と涙にぬれたのである。
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皿 農業生産の協同化
1互 助組織の生産
(1)労働力の組織化
土地改革ゐ勝利で土地の分配をうけた農民たちは,土 地を手にしたことによって,農民と土
地,生 産者と生産手段とがひとつに結びついたことで,そ の生産意欲が高まったのは事実であ
る。また,一方では意気盛んな抗米運動が展開されるなかで,農 民の愛国主義と国際主義との
思想が高まったことによって,農 民たちの生産意欲がこれまでにな く高まったことも事実であ
る。かれらは,'党中央や農民協会の呼びかけに応えて,生 産を立派に成 し遂げ,生産量は飛躍
的に増加 した。
土地改革を経て,農民の組織は一段 と高まっていった。農民協会は,党中央の指導をうけて
いっそう大ぎく発展し,さ らに多くの農民たちが参加を希望して,加 入農家数は全農家の90パ
ーセン トを越えるまでになった。民兵の組織 も土地改革前に比べて大きく発展し,しかも,こ
の民兵たちは生産の突撃手であるばか りでな く,土地改革の勝利のまもり手でもあった。そし
て,前述のように,土地改革工作隊の協力者となつた下層中農 ・貧農 ・雇農の積極分子が多数
あらわれて,農民協会や婦女連合会,青 年団,民 兵組織の中核 となった。土地改革以前の農民
たちは,ま さしく地主の奴隷そのものであったが,今はどこでも明かるく活気に満ちみちてい
て,本 当に農村の主人公となったのである。
しかしながら,た とえ下層中農 ・貧農 ・雇農に属 している農民たちが,農村の主人公 となっ
たことは事実であるにしても,最初に少 し述べたように,小農経済はまもな く両極分化をおこ
すにいたった6前章第1節 の①項で述べた現在の城東人民公社の,第7生 産隊の過去がそうで
ある。当時,58世帯のこの部落には,役 牛は全部で9頭,水 車は8台 しかなかっ た。 そ の う
ち,牛7頭 と水車6台 は富農と富裕中農の手にあったので,30数世帯もあった下層中農 ・貧農
・雇農には,土 地改革のときには牛2頭,水 車2台 しか分配されなかったとい う。
経済力のある富裕中農は,身 につけている生産技術や経営能力を生かすならば,そ の経済的
な地位を十分に望むことができた。土地改革の嵐がすぎ去ると,
「家を興し富をきず く」8)
とい う欲望が日ましに頭をもたげてきた。富裕中農は,自分の役牛や水車で下層中農 ・貧農 ・
雇農の田畑を耕 したり,灌漑したりするとき,解放前の習わしに従ってひじょうに高い代価を
とりあげた。.たとえば,牛1頭 の報酬は,人手の4人 分から6人分に相当した。水車の代価は
もっと高かった。したがって,牛 と水車を所有する家は収量の4割 をとっていたといわれてい
る。もしも施肥を代行するときは,収量の半分以上をとりたてたというから,それはまさしく
代価とい う,より搾取であった。下層中農 ・貧農 ・雇農に属している人たちは,こ うした徴収の
実態に不満を抱き,
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「貧乏人はどこまでも貧 しく,牛を使 うことさえできなかった」9)
とい う。また,
「貧農はただきりきり舞いするだけで,富裕中農のように,牛 の後から悠悠 と歩 くことは
できなかった」10)
というのである。ちょうどこの頃に,この部落にある10数戸の富裕中農のうち,富農の水準に
近づいた家が5戸 あっメことい う。いまこれを1人の富裕中農に例をとってみると,この人は最
も顕著に資本主義的な道を歩んでいたとい うことができる。とい うのは,かれは以前から繰綿
機を持っていて,農 閑期にこれで金もうけをしていたが,土地改革後は,自分の田畑は人を雇
って耕作させ,一方で実綿を安く買い入れて工場で繰綿をつ くった。そして,繰綿に綿くずを
まぜ,水 をふ くませて高値で売って不当な利益をあげたために,か れは経済的には普通の富農
をはるかにしの ぐ状態であったという。
yこに述べてきたように
,こ のような両極分化はますます高まっていって,下 層中農 ・貧農
・雇農に属していた農民たちの生活は,一 向に豊かにならなかった。 もしもこのような 状況
の進展 をそのままにしておくならば,農 業生産を急速に発展させることができないばか りか,
国家の工業化のためにパ月ましに増大する食糧や原料の需要をみたしてい ぐこともできない。
レがも　.農民たちが土地改革のなかで手にした土地はふたたび失 う結果になるかもしれない。
そこで,、党中央は,1551年12月に,'農業生産の互助 ・協同化の運動を社会革命として推進した
のである。
② 闘いのなかの互助組 、 ・ 、
土地改革以前の貧じかった農民たちは,地 主や富農のために働いて体をいためつけられ,さ
んざん苦労したが∫報われるものは比較的に少なかっだどい う。富農分子や富裕中農は貧 しい
農民たちの足を引っぱって,互 助組を結成する兆しをみせてきた農民たちの,そ の足もとを切
りくずそうとしたのである。滋 かしながら,貧 しさを強いられてきている農民たちは,決 して
ζれをだまってみてはいなかうた。党中央 と政府の指導のもとに,労 働力がようやく組織され
ようとしているときに富農分子や富裕中農たちは,逆 にかれらの足を必死になって引っぱって
いた。そればか りではな く,地主や富農たちは,貧 しい農民たちにいつまでも頭をもたげさぜ
ず裏相変わらずかれらに搾取を強要していたのである。 ・
このことを知った共産党委員会は,地主や富農に従っている少数の中 ・上層中農に対して
,
辛抱強 くかれらを説得し教育しながら,社会主義的農業の協同化の道を歩むように指導した。
結果的にはこの方法が功を奏し,下層中農 ・貧農6雇 農の人たちも共産党委員会の援助をうけ
て,闘 いによって勝利するのだとい う志気を大いに高め,あ くどい富農分子のだくらみをあば
いた。したがって,さ しもの富裕中農の人たちも農業の協同化にようや ぐ賛同して,階級敵 と
のたたかいに参加することになったので,早 いテンポで労働力が組織されて互助組がつくられ
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ていった。こうして,次つぎに周辺の貧 しい農民たちが互助組を組織して,農 業協同化の偉大
なる路線を推進していったのである。
とくに,上海市郊外の城東地区の周辺に組織されていった互助組は,毛主席や共産党中央の
革命路線に導びかれてつ くられたもので,す でに述べてきたように,下層中農 ・貧農 ・雇農と
い う貧 しい人たちにたよって,中 ・上層中農と団結するという階級路線が基本的につらぬかれ
た。しかしながら,こ うした農業協同化の運動の発展にともなって,互助組はたえず強大にな
ったが,一 方では修正主義路線の影響をうけて,富裕中農だけの互助組が少数ではあるが現わ
れた。こうなると,た とえ数のうえでは少ないながらも,力関係の差はやがて互助組そのもの
の性格を変えてしまうか,あ るいはくずれ去ってしまうかのいずれかの道をたどるこどになっ
た。かつて,今 日の城東地区の第7生 産隊のなかにつ くられた二つの互助組(ひ とつは雇農 ・
貧農 ・下層中農を主体としたもの,い まひとつは富裕中農を主体としたもの)は,・あまりにも
異なった道を歩んだので,両者はひじようLに明白な対照をなしていたとい う。,撫 卿1
こうしでつくられてきた二つの互助組は,そ れらがたとえ異なった道を歩んだにせよ,'互助
・協同化運動はますます推進されていったのである。最初に互助組をつ くったのは,雇農 ・貧
農 ・下層中農といったいわゆる貧しい農民たちであった。しかし,互助組が最初から何の苦も
なくつ くられたのではない。その障害 となったのは富農たちであらて,あ る富農は 「雇用の自
由」をたてに,高い賃金で人を雇って互助組の成立をさまたげた。㌧その他にも反動勢力の抵抗
はあったが,貧農 ・下層中農の婦女連合会や青年団が積極的に協力して,貧 しい農民だちを申
核にした互助組がつ くられることになった。
1952年の夏には,連 鎖反応的に互助組がつ くられ,収 穫の面でも以前に比べると1.5倍から
2倍となって,城東地区だけでも120数組におよぶ互助組ができてジ農業生産は次第に組織化
されて進展していうた。さらに,互助組には集団労働をおこなうときに,'役牛々農具を統一的
効果的に使用できるという利点があった。しかし,役畜や大型農具の多くは富裕中農の個人の
所有になっていたし,そのうえ経営 も分散していたので,`もしも富裕中農の同意がなければ,
組全体の必要に基づいてそれらを統一的効果的に使用することはできなかっだ。このようなこ
とが,実 は互助組の限界となったといわれている。その他にも,土地,労働力,資金といった
面におヤ・てもジ拡大再生産の必要に応じるということで限界 が生じた。したがって,互助組の
限界を知った農民たちは,6世 帯から7世帯を1互助組としていたものを解消して,労働力を
拡大組織 して,集 団蛍働による生産を期待したのである。 しかしながら,こ こに述べ℃きたよ
うに,生 産手段としての役畜や大型農具は,、富裕中農だけの互助組で使用されていたので,貧
しい人たちの互助組では効果的に使用されなかった。そこで,か れらは富裕中農の互助組を包
含して,こ れをいっそう発展的なものにするために,生産協同組合をつ くることを決意したゐ
である。,
こうしてできた初級生産協同組合が,絶 えず発展 していったことはい うまでもない♂それま
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で小規模な商いを兼業していた農民たちは,店 を休業 してまで生産協同組合に入 りたいと強 く
願ってきたという。さらに,このことを換言すると,互助組 自身のもつ限界が生産力の発展を
拘束することになったので,か れら農民たちが集団労働をおこな う場合でも,生産をいっそ う
発展させるために集団経営をやりたいという方向に変わっていったといえるであろ う。このこ
とが発火点となって,多 くの互助組は発展的解消にふみきって,自発的に協同組合化の方向に
動いていったといえるのである。
2上 級生産協同組合へと躍進
(1)自和見主義の払拭
初級生産協同組合がつ くられて2年 目の春,苗 づ くりの季節がやってきた。生産協同組合で
は,も み種を薄 く蒔 く新しい技術による苗づ くりをやってみた。 しかし,富 裕中農たちは自
分の苗づ くりの経験を信 じていたために,科 学的な技術を導入しないで,そ れまで通 りの厚蒔
きの方法をとった。早稲の穂に実がはいる頃になると,生産協同組合の稲は青あおと力強 く伸
びているのに,富 裕中農たちの稲は背たけも低 く茎 も細かった。1955年の秋の取 り入れの収量
の差で勝敗が決定したのである。こ うして,生 産協同組合は大豊作を勝ちとることができた。
10アー ル平均の収量は,富 裕中農たちの収量よりも150キロ,綿花は22キロほど多 くとれた。
年末の収益の分配では,労 働力1人 当たりの平均収入は,富裕中農たちのそれと比較して,約
50元ほどうわまわっていたという。
か くして,生 産協同組合が大豊作を勝ちとったのに対して,富裕中農の場合はむしろ減収に
なってしまったとい う。そこで,か れら富裕中農たちは,残存している互助組や単独経営の農
民たちに呼びかけて,生産協同組合をつ くるようにかりたてた。こうして,周囲の富裕中農た
ちが生産協同組合を次つぎとつ くって,積極的に参加するようになってきた。こうなると,い
かに富農であっても敗北を認めないわけにはいかず,ついに,生産協同組合に参加することにな
った。しかし,参加はしたもののどうしても太刀打ちできない富農たちは,生 産協同組合に真
っ向から反対 しても駄目であることを知ると,戦術をかえて内部にその代理人をさが し求 め
た。代理人となった組合員は,ひ と握 りの富農や一部の上層中農におどらされて,組合の主任
や副主任を抱きこんで,資本主義的経営に近い農業生産に力を注ぎはじめた。たとえば,作付
の計画をたてるときでも,党中央や政府が定めた食糧の耕作面積を減 らして,野 菜などの作付
を増やし,収穫した野菜などを売ったその集団の金を山わけしてしまった。こう,した一部の扇
動者たちによって,資本主義的な傾向の強い富農や上層中農たちは,機 会をうまくとらえて商
いに熱中しはじめたのである。なかには,あ っさりと農業生産をやめて商いに専念する人たち
も出て,集団的農業生産に重大な影響をおよぼした。 、
このことによって,城 東地区の生産協同組合 もそのなかが掻き乱されて,不穏にしてあやし
げな妖気がただよった。しかし,生産協同組合の解体をねらったひと握 りの人たちの企ては,
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30数戸の雇農 ・貧農 ・τ下層中農が断固として社会主義的な協同生産の道を選んだゐで,組 合の
解体を実現することはできなかった。それのみかダ雇農 ・貧農 ・下層中農に属していた人たち
は,党 中央と政府の指導をうけて,組合の内部を整えて委員会を再建した。そして1新 しい主
任には貧農のなかから適任者を推 して,こ の層の協同組合の優位を確保 した。新しい 指 導 部
は,"雇農 ・貧農 ・下層中農に属していた人たちの支持をうけて,こ れまでの誤ったや り方を改
めて,作付計画を党中央と政府の要請どお りに実行に移していった。生産協同組合では農業生
産にいっそう力を入れると同時に,副 業生産も合理的に割りふりしたのである。また,国家か
らの貸付金500元で生産の準備や組合員の生活面の必要をみたした。 こうして 城東地区の生産
協同組合は,急速にそのすがたを変え,その年に豊作をかちとって組合員の収入を増やすこと
ができだ。さらに,国家からの貸付金 も返済することができたし,反革命分子の悪徳行為があ
ばき出されたために,政 府のしかるべき機関において法に基づいての制裁が加えられた。
1955年になると,党中央の革命路線に導びかれて,農業生産の協同化の高まりが中国全土に
およぼ うとしていた。しふしガー方では,こ うし℃農業生産の協同化が進展して行 くなかで,
中央政府のなかに反動的な方針を打ち出すものもあって,生 産協同組合を,ば っさりと切 り捨
てるという事態 も起こったのである。当時,中 国共産党の上海市郊外工作委員会のなかには,
一一部の指導者ではあるが,この反動的な路線を執行しようとした人もいた。かれらは,
「①協同組合の堯展を停止させ,'②組合の縮小に全力をあげて,③ 組合内の不均衡を整理
する」11)
とい6誤6た スローガンを打ち出して,1955年度内には,341の生産協同組合を増やす計画が
あったぞうであるが,反 動路線の妨害などもあって,258組合にけずり落されてしまったとい
う。かれらは,運動の発展が基本的に健全であるという事実をしっかりと確認しないままに,
そこに現われたいくつかの間題に限 りない憂慮の念を示し,現存の生産協同組合がこれ以上多
くなれぱ暴走 してしまうとして,協同組合の組織蓮動をコン トロールすることを考えたという。
ところが,右 翼的な日和見主義者は農民たちの熱意ある運動を知ろ うともせず,耳 さえも貸
そうとしないばか りか,農 民たちの頭上に冷水を浴びせたのである。生産協同組合を縮小する
とい うかれらの誤った方針は,資 本主義の自然発生的な傾向のある富裕中農たちにとっては,
願ったりかなら たりの条件であった。城東地区の現在の第7生 産隊の地域でも,地区め指導機
関による自由売買の支持がいつまでたらても得られないので,5戸 の富裕中農がまず組合を出
ていった。しばらく経っで,自 由売買の許可が出ると,この機に乗 じた一部の富裕中農は貧 し
述人だちをひきずり込んで,10数台の自転車を買って,自 分たちで栽培した野菜を売 りにい く
とい う商売をはじめた。これらの事実は,右翼的な日和見主義の路線が,ブ ルジョア階級と農
村の自然発生的資本主義勢力との願いを,次 ぎく反映したものであることを立証 している0
このことについては,毛沢東主席が 「農業協同化の問題について」(毛 沢東7集 に収録)と
題して,次 のような論文を発表している。すなわち,
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、「かれらはいつもブルジョアジー,富農,あ るいは資本主義の自然発生的傾向をもつ富裕
中農の立場に立って,わ りに少数の人のために考えているのであり,労働者の立場に立っ
て,国家全体と全人民のために考えてはいないのである」12)
と指摘している。したがって,こ の右翼的な日和見主義路線は,城東地区においては数多い雇
農 ・貧農 ・下層中農の人たちの断固とした反対にあって,日和見主義の妖気は打ち払われて不
成功におわったとい う。
こうした相異路線のたたかいが一段落して,1955年の下半期に1ま,それこそ毛沢東主席の主
張する革命路線に導びかれて,こ こ城東地区の農村にも,社会主義的農業生産の高まりが怒濤i
のようにまき起こってきたのである。そして,翌1956年になると,早ばやと半社会主義的農業
生産協同組合が実現 した。しかしながら,既存の初級生産協同組合は土地に応 じた収益の分配
をおこなっていたので,こ の土地に応 じた分配と労働力に応じた分配とのあいだには,その方
法手段において一定の矛盾があった。この矛盾をな くして生産をよりいっそう発展させるため
には,土 地の私有化をなくし,半社会主義的性質の初級生産協同組合を,完全な社会主義的性
質をもつ上級生産協同組合に変えてい く必要があった。 ,一
② すばらしき躍進
初級生産協同組合を上級生産協同組合に変えていくうえで,大 きな問題となってき犂のは,
私有化している土地から報酬を受けるというやりかたである。これは,な によりもまず,,土地
を比較的に多 くもっている富裕中農たちに関係炉深いのであるが・農業生産の協同化運動がま
すます発展するにつれて,労働力に応 じた分配の比重は大幅に高まった。このことは,組合員
の収入が富裕中農の水準に近づ くか,あ るいは同じ程度にまで伸びてきたことを意 味 し て い
る。また,初 諏生産協同組合にすでに入っている富裕中農の大部分は,党 中央や政席当局の指
導と教育とをうけて,上 級生産協同組合が初級のそれよりもよりす ぐれてお り,e同化の進展
の道は,階 段を上がるように一歩一歩高まっていくのであるとい うことを,次第に認識 し理解
するようになってきたということである。;、 、/
たとえば,城 東地区にある初級生産協同組合では,生産協同組合をつ くった最初の年,す な
わち,1954年の収穫期に労働に応 じて分配された総額は12,341元,土地に応じた玲配は.4,728
元で,土 地…報酬は,労働に応 じた報酬の38パー ヤン ト強であった。しかも,、翌1955年に1ま,こ
の生産協同組合はいちじるしい増産をみるこζができた。増産になったものは労働に応 じて分
配する原則がとられていたので,その年の暮れの分配では,労 働に応 じた分配の総額1ま33薯U9
元で,前年度の約3倍 になった。一方,‡ 地の報酬は最初の年に決めた額面どおりで南った。
したがって・生産の発展が早ければ早いほど土地報酬の比重は小さくなり婁反対に組合耳の収
入の水準はますます高まっていった。こ うレた実態をみてとった富裕中農たちはそれまでの態
度を変えて,土地報酬のや り方を止めて,初級組合を上級生産協同組合へと発展させることに
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賛成するようになった。
こうした飛躍的な躍進のなかで,どの生産協同組合においてもそうであるが,最善の協同化
の道 を断固として歩んだのは,貧 しい生活を強いられてきた雇農 ・貧農 ・下層中農の農民たち
であった。かれらは,半社会主義から完全な社会主義に進み,上 級生産協同組合をつ くること
を強 く希望 した。城東地区においても,10組の上級生産協同組合を設立すべく,その設立準備
委員会をつ くって,組合員たちを率いて上級の協同組合をつくりはじめた。
さらに,城東地区の共産党組織は,農 民たちが上級生産協同組合をつ くっていくその過程の
なかで,雇農 ・貧農 ・下層中農に依存して,中 ・上層中農と団結するという,いわゆる党中央
の指針 とその政策とをつらぬいたのである。とりわけ党中央と政府とは,雇農 ・貧農 ・下層中
農に属していた人たちが,社会主義的農業生産を積極的に推進していることを知って,暖 かい
思いやりと大きな支持とをかれらに寄せていった。 さらに,政 府は 「貧農協同化基金」を設け
て出資し,経済的に困難な事情にある人たちに貸し与えて,貧 しい農民たちが,上級生産協同
組合をつ くれるように経済的な条件を整えた。こうして,それまで貧しかった多 くの農民たち
も,国 からの援助を受けて順調に上級生産協同組合をつ くることができた。しかしながら,こ
の 「協同化基金」に浴しなかった富裕中農たちは,そ の実態をみて,
「雇農 ・貧農 ・下層中農は,国 からあと押しされているので腰骨が強い」13)
といって,羨 しがったとい う。
ここにいうところの 「貧農協同化基金」とは,貧 しい農民たちが生産協同組合をつ くって,
そのなかで政治的優位を確立して,中農との団結を打ち固めるうえで,経 済的な面で大きな基
盤となった。また,農 業生産の発展を促すうえで大きな意義を持っていたといえる。こうした
党中央と政府との行き届いた施策に農民たちは深 く感動して,社会主義的な生産活動にいっそ
う意欲を燃やしていった。
これに対して,ほ とんどが単独経営に近かった富農や富裕中農たちには,自発的な意志と,
相互利益の政策を確実に実行させた。これらの富農 ・富裕中農たちは,こ こ数年来,農 業生産
の協同化のすぐれた点をみてきてお り,また 「農業…発展要領」(1956年1月,毛主席が主宰して
定めたもの)の 宣伝を通じて,富農 ・富裕中農の人たちも社会主義的農業生産がすぐれている
ことを知っていた。したがって,上級生産協同組合づ くりの大きな流れが押し寄せてくると,
それに引 き込まれて加入するものが多 くなってきた。こ うして次つぎにつ くられてきたこの上
級生産協同組合では,組合員の自発的な意志 と相互利益の政策を正しく実行して,富 農や富裕
中農と団結するために,生産手段の効果的使用について協定した。また,それまで富農や富裕
中農の私的所有となっていた役牛や大型農具などについても,それの買い上げに当たっては民
主的に価格を評価して,理 にかなった方法で公平に処理したのである。
上級生産協同組合は,初 級の組合と比較 して資金を割 りあい多 くもっているので,以前は買
えなかったような大型農具や農業機械が買えるようになった。城東地区の生産協同組合では,
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上級となったその年に,そ の他の協同組合 と同様に主な生産手段を 大幅に増や した。 たとえ
ば,農業用船を2隻 から5隻 に,脱穀機を3台から12台に,水車を18台から24台に,撤粉器を
0台から8台 に増やしたのである。このほかにも,国家からの支援を受けてかなり大型の基本
建設を進め,電 力灌漑ステーションをつくって,組合の耕地の約50パー セン トに灌漑できるよ
うになった。
上級生産協同組合は,そ の規模や公有化の程度が,初級のころより格段のちがいをもってい
たので,生産手段 ・労働力 ・土地を統一的かつ効果的に使用することができた。城東地区の上
級生産協同組合では,改めて生産隊を編成しなおし,土地を整理 ・統合して,初級時代の,
「土地はとびとびで,組合員は行ったり来たり」14)
といった状況を改めるとともに,組 合内の水利や土地の改良についての長期計画を作成した。
また・組合員の生産技術や経験に基づいて仕事を分け,綿花,食糧,野 菜などの作業班をつ く
って,各 自が能力をつくして働けるようにしたのである。同時に,温室4間,低 温室5間,豚
小屋21間を管理するのに必要な技術要員も確保した。現在の第7農業生産隊の組合ではジ野菜
を主として作付していたが,1956年に襲ってきた災害のなかでも,上級生産協同組合の優越性
と組合員の努力とによって,平年並の収量をあげることができたといわれている。
1957年の整風反右派運動(1957年8月に,共産党中央が全農村に指示した もので,その内容
は党内に存在している右の思想を批判 して,一部の富裕中農の資本主義的傾向を批判すること
によって,社 会主義路線に攻撃を加える地主 ・富農 ・反革命分子の破壊行為に打撃を与える運
動)と社会主義教育運動(社会主義 と資本主義の二つの勢力の格闘が くりかえされているなか
で・社会主義こそ働 く農民が搾取と貧困から抜け出す唯一の活路であるとする運動)と は,ひ
じょうに強力となり,城東地区の農村の上空に一時期たれこめていた黒い雲を吹き払ってしま
ったとい う・さらに,こ の地区の組合の幹部と組合員たちとは意気込みに燃え,1957年の冬か
ら1958年の春にかけて,そ れまでにかっ七なかったような,大 ぷかりの水利工事がおこなわれ
たのである。
皿 人民公社の誕生
1コ ンミュン形成"
(1)公社組織の兆し
城東地区の雇農 ・貧農 ・下層中農に属 している農民たちは,前述したように,1957年の整風
反右派運動の勝利と,社会主義教育運動の意欲的な取 り組みとによって,新 たな目標に向かっ
て進みはじめた。かれらは,上海市郊外のその他の農民たちと一緒に,1ム ー当たり50キロの
綿花,500キロの食糧,5,000キロの野菜を収穫することができた。この高収穫に気をよくした
かれらは,全 国 「農業発展要綱」の生産目標に従って計画を立てて,社会主義的農業生産を進
展 させるために,大 きな貢献をしようと申し合わせたのである。そして,そ の目標を実現させ
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るために,城東地区の13の上級生産協同組合は,1958年1月にそれぞれの郷村の共産党委員会
の指導 をうけて,まれにみる厳寒をものともせず,そ れまでに見られなかった大規模な 「水利
の闘い」の火ぶたを切った。
この水利の闘いは,い うまでもなく雇農 ・貧農 ・下層中農の農民たちの,社 会主義的農業生
産に対する積極性の新たな高 まりであった。水利工事の現場は,昼夜を分かたず熱気に湧きか
えり,
「昼は一面の人の波,夜 は一面の灯の海」15)
であったとい う。春節(旧 正月)が 間近に迫ったころ,こ の貧 しい農民たちは古いしきたりを
打ち破って,新 しい気風をみなぎらせ,
「29日ぎりぎりまで水利工事をや り,正月のだんごを食べたらすぐまた仕事にとりかかろ
う」16)
とい うスローガンを打ち出して,ひ とたび計画したことは,か ならず実行するかれ ら で あ っ
た。大晦日の前 日まで河川に入って工事をおこない,元 日の朝は夜明けまえから雪を払って仕
事を始めるという,いわゆる革命的精神にあふれた春節を送ったのである。その結果は,城東
地区の第7農業生産隊を含んだ周辺の郷村だけでも,291本の水路が堀 りかえされ,泥 のつま
った汚い溝が澄みきった水の流れる河川となり,黒 ぐうとした川底の泥土は田畑に敷き詰めら
れていった。
か くして,城 東地区の農業生産の大躍進の序幕は,年 のはじめの 「水利の闘い」によって切
って落 されたといってよい。こうした全面的な躍進のなかで,ど の上級生産協同組合において
も旱魃に打ち勝つ能力を高めようとして,人 びとは,人 力や物力を農業の命脈である水利事業
に集中していった。そのために,腕や技術のある者を集めて新しい灌漑用具を試作して,灌漑
がおこなわれやすいように河川を整備した。また,い くつかの生産協同組合が投資して,灌漑
ステーションを造ったのである。
城東地区の上級生産協同組合では,こ の年のはじめの大がか りな水利工事以来,志 気をいっ
そう高めて意気込みをさらに強めていった。それまでは手をつけかねていた稲の二期作も,か
ならず成功するとい う確信をもてたということもあって,収量の面ではいちじるしい進展をき
たしたのである。このように,こ れまでに試しみられたことのなかったことにも手がつけられ
たので躍進の情勢がいちじるしく現われてきた。これは,ひ とり城東地区の組合のみならず,
どの協同組合においても,さ まざまな事業を新たに起こす計画がなされた。その最初のきっか
けとして取 り組まれたのは,農具を大型化することと,革新運動を積極的に進めるとい うこと
であった。この新 しい農具の試作の成功に励まされて,多 くの人たちが技術革新に乗 り丗 した
のである。
農具の革新が先頭をきったのに続いて,1958年7月の中旬に,城東地区の農民たちと組合の
幹部たちは,申 し合わせたように,
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「工業,農 業,商 業,教育,軍 事は躍進に躍進を重ねて躍進しょう」17)
とい うスローガンのもとに,大 いに張 り切って各方面の仕事に取 りかかった。こ うして,ま さ
に駿馬の大軍に似た全面的な大躍進のきっかけがつ くりだされていった。とくに,農業生産の
「八字憲法」(1958年チ毛主席が中国農業の経験を締め くくって制定 した科学的な農耕の綱領
で,八字とは,土=深 耕と土壤の改良,肥=肥 料,水=水 利,種=良 種の育成,密=・合理的な
密植,保=作 物の保護と病虫害の防除,工e工 具の機械化,管=耕 地の管理の八項)が 農民た
ちの間に深 く根をおろしはじめて,農業生産の発展を力強 く導びいた。
多くの雇農 ・貧農 ・下層中農の農民たちが,社会主義的農業生産を希望するのは,貧 しかっ
た過去の歴史からくるものであって,誰 もこれをはばむことはできなかった。こうして,主 生
産の農業はもちろんのこと,その他の副業や関連企業においても,b大きな足どりで前進するこ
とができたのである。 しかしながら,生産力が躍進に躍進を重ねて急速に発展 して くると,こ
れまでの上級生産協同組合の組織形態では,ど うしても生産力に適応できないという矛盾が次
第に起こってきた。 もしもこうした矛盾を押して生産力を躍進させるためには,農地の水利工
事や交通輸送の改善をはからなければならなかった。しかしながら,いざ実行に移すとなると,
上級生産a同 組合のもとでは,関 係するいくつかの上級組合の間で,それぞれに異なった利害
関係を調整するのがひ じょうに困難であった。そのために,組合の幹部たちは周辺の組合の幹
部たちと協議して計画を立てたが,実現できないことが多かったとい う。
こうした空まわ り的な計画を繰 り返 さないで生産を躍進させるためには,どの生産協同組合
で も,各種の大型農具や農業機械を購入する必要があった。 しかし,上級生産協同組合の規模
では,やはり資金 も少ないので,ひとつの組合では大型の機械を買 うだけの力はなかった。城東
地区の上級組合では一部の大型農業機械は購入したものの,1台 の トタクターさえも買うこと
ができなかった。買えない理由としては,資金が少ないとい うこともさることながら,土地が
分散しているために,大型機械を効果的に使用することができなかったということもある。た
とえば,城東地区の小規模の上級組合では国家からの貸付をうけて,1台 で67ヘクタールの水
田を灌漑できるポンプを買 うことができた。しかし,この組合では17ヘクタールあまりの水稲
しか耕作していないために,何時 もポンプは遊んでいたとい う。これでは,結局のところ浪費
に終わったということであって,経済的には,むしろ逆戻 りのかたちとなったのである。また,
国営の トラクター ・ステーションから大型の トラクターがやってきても,田畑が狭小のために
トラクターが回 りに くくて,そ のために片すみへと押 し上げられた土をまた,人手を使って平
にしなければならないということで,ま さに非合理そのものであった。それはまさしく,大型
農具を効果的に使用して生産を高めて躍進するとい う目標 とは相矛盾するものであった。
それだけではな く,農業生産の発展に大きな役割を果たしてきた社会主義的集団経済の上級
組合も,農業生産が大きく発展するにともなって,生産力の進展に適応しないとい う矛盾が生
じてきたのである。そこで,こ の矛盾を解決する方向をどこに見出せばよいかとい うことが問
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題 となって,上級組合の幹部と農民たちは,こ の間題について真剣に思いをめ ぐらした。
こ うした農業生産の大躍進の高まりのなかで,上 級生産e同 組合に存在している矛盾を感じ
とって,こ の矛盾の解決方法を最 も真剣に探し求めていたのは,い うまでもなく雇農 ・貧農 ・
下層中農といった,い わゆる積極的に社会主義路線を推進 してきた多くの農民たちであった。
たまたま毛沢東主席が,
「人民公社はすばらしい。その人民公社のよい点は,工業 ・農業 ・商業 ・教育 ・軍事をひ
とつに結びつけることができるので,指導しやす くなることにある」18)
と指導したこともあって,党 中央は,農村に人民公社 をつ くる問題について,中 国共産党中央
委員会は決議し採択したのである。やがて党中央の指示が城東地区に伝わると,組合の幹部や
農民たちは,この 「人民公社」(こ の人民公社の 「人民」は中華人民共和国,人 民政府の人民
をとったものであり,「公社」は,1871年のパ リ・コミュンから考え出されたものであるとい
われている。1958年8月6日に毛主席が七里営を訪問したとき,農民大衆のこの創意に 「人民
公社はすばらしい」 と熱情込めて支持 したことに始まる)こそ上級生産協同組合の矛盾と限界
とを解決するものとして,人 民公社 を結成するために力強 く第一歩を踏み出したのである。
② 農村の新しいすがた
中国共産党の上海市委員会の直接指導のもとに,嘉 定県内の上級生産協同組合および生産隊
の幹部全員が集会をもって,七里営人民公社(中 国中部の平原地帯で,黄河の北方40キロの鄭
州の北部に位置する。1958年に,干七里営の近郊38村合わせて56の上級農業生産協同組合が,躍
進の高まりのなかで合併して,生産上の必要から製粉工場やボール ・ベアリング工場の経営に
も乗 り出した。また,以 前は郷政府の管轄下にあった学校や商店,民 兵組織などもその指導下
においたこの新しい組織は,も はや農業生産単一の組織ではないところから,それにふさわし
い名前をとい うことで考えだされたのが七里営人民公社)の 見学を終えて帰ってきた幹部の報
告を聞いた。その報告を聞いた幹部たちは人民公社のすばらしさに感動し,そ の場で組合員を
代表 して人民公社を造 りたいと願い出た。こ うして,七 里営人民公社の見学報告集会が,ただ
ちに嘉定県内の 「人民公社設立準備委員会」となったのである。この喜ばしいニュースがまた
た くまに城東地区のすべての組合員たちに伝わると,農民たちは勇んでこれに共鳴した。
しかしながら,人民公社を造 ることに共鳴した農民たちとは裏腹に,一 部の階級敵 といわれ
ている悪質分子は騒ぎたてて,躍起 となって,
「人民公社ができると,み んなの財産は残らず公共のものにされる。今の うちに現金化し
て自分で使った方がよい」19)
などと,悪意にみちたデマをとばして扇動した。農民たちは,こ うした一部の悪質な破壊行為
に負けてはならないとい うことで,か れらに闘いを挑んだのである。ところが,こ の城東地区
にまもなく人民公社が設立されようとしていた矢先,秋 の実 りを目前にした8月 下旬に,風速
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20メー トルをこえる台風が,600ミリとい う大雨をもたらして農作物をおびやかした。しかし,
農民たちと人民公社設立準備委員である組合の幹部とが打って一丸とな り,ずぶ濡れになって
台風と水害とに立ち向い,生産を立派にや り抜いて人民公社を設立するという,固い意志を表
明することになった。
台風 と水害との闘いに打ち勝った農民たちは,一 部の階級敵 と称 されていた悪質分子の妨害
をはね除け,人民公社の発足を熱心に準備した。こうしたさまざまな闘いのなかにも人民公社
設立準備委員会は,上級組合や生産隊の幹部を組織 して,人民公社設立について党中央によっ
て指示されたことを学習した。こ うした準備委員会の呼びかけによって,農民たちは人民公社
の性質,方 針,政 策について学習を深め,繰 りかえし討議を重ねていった。続いて,人 民公社
への参加を申し出る大衆的な行動の高まりが現われた。その間わずかに1週 間であったが,情
熱的な発展の成 り行 きとして,そ こに客観的条件と主観的な条件とが十分に備わると,当然の
こととして,公社組織の気運がもり上がってきた。
1958年9月21日,この日は城東地区をはじめ,上 海市郊外の農民たちにとって忘れることの
できない日となった。それは,待 ちにまった人民公社が誕生した日だからである。このことに
ついて,城東地区に人民公社が発足した日の1日 の様相を,嘉定県革命委員会から入手した資
料にもとついて述べると,
「人民公社の成立宣言大会は午後3時 からとなっていたのに,12時を過ぎると,1万 をこ
える社員たちが各村村からあい次いで出発した。白髪の老人,晴 着を着た若い娘,歩兵銃
を背負い自転車にまたがる青年民兵もいた。72歳になる老婦人社員は,2時 間半も歩いて
きたとい うのに,疲 れもみせずに,(中略)人 民公社のことを思 うと,ますます元気が出て,
楽しそ うに民謡を歌 うのであった。
めでたさに足 もかろやか
こころもはずむ
今 日は人民公社のお祝いの日
毛主席のご恩は忘れはしない
おばあさんがこの歌をくりかえし繰 りかえし歌 うと,そのたびに,人垣のあいだから歓声
が上がった。(中 略)
赤旗や人民公社成立のプラカー ドを押 し立て,大 きな決意書をかつぎ,竜のおどりをくね
らせ,獅子舞いを舞いながら,社員たちの列は会場へと向かった。
午後3時会場の議長壇から ミ親愛なる同志の皆さん,われわれが久しく待ち望んでいた人
民公社が,今 日正式に成立 しましたミとい う力強い声が響きわたった。このとき,会場に
は天地をゆるがす歓声と,ド ラや太鼓の音が湧きあが り,爆竹が鳴り響いた」20)
と記 している。こうして,新 しく生まれた城東人民公社は,至 る所で活気にあふ れ て い た。
1958年10月の末,人 民公社の社員(か つての雇農 ・貧農 ・下層中農を中心 とした農 民)だ ち
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は,公社が成立 してのち,最 初の秋の農繁期の仕事に取 り組んでいた。男も女も鎌をふるい,
たがいに競争 し合いながら喜喜として働いた。腰を伸ばし額の汗を拭いて,四 方に広がる田畑
を見渡すとき,社員たちは,
「この見渡す限 り広がる耕地 も,エ ンジンの音 とともに走る トラクターも,みんな人民公
社のものだ」21)
と心のなかで叫ばずにはおれなかったという。
この人民公社の特徴 といえば,① に大,② に公(「大」=人民公社の規模が,以前の上級生産
協同組合よりはるかに大きい。 「公」一公有化の程度が上級組合のときより高い)と いう点に
ある。城東人民公社は,早速公社級の土地所有 と大型農機具との所有制度をつ くった。それは,
主として トラクター ・ステーション,電力灌漑,排 水綱,公社経営の工場,大 型の牧場,気 象
スーテション,放送設備など,上級生産協同組合のときには造れなかったものをつ くり,その
他の企業や事業を公社単位で起こしていった。とくに,人民公社が政社合一(政 権と経済組織
をひ とつに結びつけたもの)と なったので,党 中央は国家の幹部を人民公社へ派遣して指導力
を強め,国 家が資金を投入して,電 力灌漑,排 水ステーションなどをつ くって,それを公社が
管理して使用できるようになった。かくして,公社級の集団耕作や集団経済は,社会主義的な
国家所有性の要素を帯びはじめた。
城東人民公社は,工業,農 業(林 業 ・牧畜業 ・副業 ・漁業を含む),商 業,教育,軍 事を統
一的に指導できる点で上級生産協同組合の範囲をこえていた。それは政社合一,つ まり,社会
主義社会の農村の基礎組織であると同時に,プ ロレタ リア階級の独裁的な国家権力の,農村に
おける基礎組織でもある。人民公社の統一的な組織のもとで,労働力と生産手段とが以前より
も合理的かつ有効的に使用され,すべての積極的な要素を効果的に動員することができたので,
その年の秋に,農 作業の目標を見事に達成することができた。
2健 全なる組織 と体制
(1)集団所有制
上海市郊外に,こ の人民公社が誕生してまもな く,そ の強大な 生命力を いかんなく発揮し
た。しかし,この新 しく成立した人民公社は,なお闘争のなかで絶えず打ち固められ,よ り完
備されたものにならなければならなかった。成立したばか りの城東人民公社には,出 来合いの
定款などはな く,また,あ り得なかったばかりか,経営の経験はなおのこと不足していた。生
産手段を決める場合に,ど の級を基礎にした方が適当なのか,収益の分配はどうすればより合
理的なのか,公社や生産隊の規模はどれ ぐらいであるのが望 ましいか,公社 と生産隊との関係
はどのように処理するのかなどの,一連の新しい問題の解決に迫 られていた。自分たちの連帯
した力でもって,城東地区の大地に人民公社を築き上げた農民たち とその幹部は,党 中央 と入
民政府の指導にもとついて,自信にあふれた闘争の実践のなかで経験を積み重ね,限 りない前
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途を持っているこの社会主義的農業生産である人民公社は,連 帯と組織をいっそう育 くみ強め
て,大 きく成長発展させようと努めたのである。
このようなときに,人民公社の誕生を阻止しきれなかった党内のブルジョア階級の人たちは,
「共産風」を吹かしは じめた。かれは,新 しい情勢のもとで反旗をかかげ,誕生したばか りの人
民公社を迷路へ引き込んで,党 中央と人民政府の革命路線を破壊 しょうとたくらんだ。公社の
幹部と人民大衆は,社会主義の建設を早めたいと願いながらも,公社運営の経験においても不
足したので,そこにつけ込んだブルジョア階級は,人民公社の性質を歪めようと躍起になった。
その主張は 「集団所有制」と 「国家所有制」との区別を混同させ,社会主義と共産主義との区
別を混同させて,人 民公社は 「す ぐさま全人民の所有制に移行する」とか,果ては 「共産主義
に入る」などと勇気づけをしたのである。また,かれらは商品生産と価値法則とをな くしてし
まうのだといって,① には平均(反革命的修正主義者たちが,農村の社会主義革命の進展を妨
げるために極左のすがたで現われ,各生産隊の差異を無視して分配の平均化をはかった),②
には調達(生 産大隊や生産隊の財産を公社級に無償で調達する)を大いに進めて,人民公社の
切 りくずしをはかった。
さらに,か れらが巻き起こしたこれらのよこしまな風潮は,公 社の人民大衆の積極的な取 り
組みをくじき,人民公社制度と集団経済を損ねさせ,正 常な農業生産を破壊して人力や物力の
重大な損失をまねいた。このため,基 礎組織の幹部や社員たちの激しい不満を呼び起こして,
このような逆流に抵抗しながら,無償の調達に反対して,勇敢に立ち上がることを決意した。
こうして,勇気を出して立ち上がった幹部や社員たちは,
「集団経済を発展させるのに,一 部を犠牲にして他を強めることなどできるものか,人 民
公社は高いビルを建てようとい うのだから,まず基礎をしっかりと打ち固めなければなら
ないのに,ど うして生産隊の土台を切 りくずすことができよう」22)
と,かれらはい うのであった。城東人民公社の第7農業生産隊でも,公社から肥料を無償で調
達にきたとき,生産隊の幹部と社員とは,
「党委員会や人民政府は高い収穫を呼びかけているのに,肥料まで調達されて,わ れわれ
はどうやって高収量を勝ちとればよいのだ」23)
といって断固として反対 しだ。1958年12月,毛沢東主席が自ら主宰して,共 産党第8期 中央委
員会第6回 総会を召集した。この総会で 「人民公社についての,若 干の問題に関する決議」を
制定した。この決議は・中国農民が人民公社を創建した経験を締め括って,人民公社の発展の
方向を明らかにしたものである。この決議が意味するもうひとつの意図は,前述 したように,
一部のブルジョア階級たちがなんの根拠 もなく,農村の人民公社は 「す ぐさま全人民所有制に
進む」とか,ま た,そ れが 「ただちに共産主義の社会になる」などと宣伝した,出鱈目なやり
方を厳しく批判した。党中央の指導者側は,
「反動一味のデマは,一種の軽卒さの現われであるばか りでな く,人民の心中にある共産
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主義の偉大な理想をゆがめ,風 俗化,小 ブルジョア的な平均主義の傾向を助長し,社会主
義建設の発展にとって不利である」24)
と鋭 く批判した。また,一部の反動一味は時機尚早に 「共産主義に入ること」を計画するとと
もに,時 期も:考えないで,商品生産と商品の交換を廃止して,早すぎることを承知しながらも,
商品,価 値,貨 幣,価格の持つ積極的な作用を否定しようと計画しているが,こ のような考え
方は社会主義建設の発展にとって不利であり,したがって,これらの計画が正しくないことを
はっきりと指摘している。
1959年の2月 に,党中央はふたたび政治局拡大会議を召集して,こ の会議で 「共産風」の誤
りをさらに批判して,農 村の各級の党組織が断固としてこの誤 りを正すように要求した。この
会議は,ま た,人民公社は当面は級に分けて管理をおこなって,級 ごとの独立採算制を取るな
かで労働力に応 じた報酬を分配して,多 く生産した者には,それに応 じた報酬を分配すること
を原則とすべきであるとはっきり指摘した。その後,党 中央は,公社の社員個人や集団が 「共
産風」のなかで損害をこうむった場合には,そ れを調達した級単位で,貴任をもって弁償しな
ければならないと指示したのである。
党中央のこの指示は,闘 いのなかで前進している多 くの社員と幹部にとってこの上ない励ま
しとなった。城東人民公社の共産党委員会 と管理委員会とは,1959年のはじめに,党委員会拡
大会議と社員代表者会議を相次いで開催 し,党の第8期 中央委員会第6回 総会の決議を伝達し
て討議した。これと同時に,冬季 ・春季の生産 と結びつけながら,人民公社を整頓して強固に
する仕事,す なわち人民公社を整頓する整社工作をはじめた。人民公社は3月 のはじめ,作業
班長を含む2,000人あまりが参加する四級幹部会議(人 民公社,生 産大隊,生 産隊の三つのク
ラスの幹部および生産隊の班長 クラスが参加する会議)を 開いて,政 治局拡大会議の精神を真
剣に学習し,前段階の人民公社の整頓工作を点検 した。城東人民公社の社員と幹部とは,人民
公社についての若干の問題に関する決議 および政治局拡大会議の 精神を学習することによっ
て,社会主義的性質を持っている,人 民公社の制度について 大きく認識を高めることができ
た。
この四級幹部会議等等の会議で確認されたことは,人民公社は 「二つの移行」を実現する,
もっともよい組織形態であるとい うことであった。そのひとつは共産主義を実現するためには,
まず社会主義を立派につくりあげるとい うことであり,もうひとつは国家所有制に移行すると
い うことである。そして,そ のためには,ま ず集団所有制の経済を立派に打ち立てなければな
らないとい うことを,参集した人たちはみな深 く体得して確認することができたのである。
(2)生産関係の調整
会議に参集 した社員たちと幹部とは,認 識を統一した基礎のうえに,城東人民公社は,生産
手段の三級集団所有制を実行した。そして,当 時の具体的な状況にもとついて,基本的な採算
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単位を生産大隊に置いた。 さらになお,こ の管理体制にふさわしく位置づけるために,人民公
社および生産隊の管理機構を建てなおしたのである。こうして,採算単位となった生産大隊は,
かつて上級生産協同組合のころに経験したことのある生産隊に対する 「三包一奨」(仕事,収
量,原 価を請負わせるとい う責任制が三包,奨 励制がひとつ……の制度を回復 させ,生 産隊は
生産責任制度をつ くって,労働と生産の管理を強めていった。また,城東人民公社は,その下部
組織から吸いあげた公共積立金の うち,約30パーセン トに当たる830,000元を九つの生産大隊に
おろして,拡 大生産の資金源にしたのである。 それ以外に,100,000元を82の生産隊に生産資
金として支出 した。また,それまで公社が所有 していた公益金175,000元のうち,50パー セン
トを生産隊に,20パー セン トを生産大隊に渡して管理 させ,公社には30パー セントを残した。
かくして人民公社は,党中央や政府の指示に従って,生産大隊や生産隊から調達した労働力,
土地,家 屋などについてもこまか く処理した。まず,調達 していた労働力については,出来る
かぎりもとの所属単位に返すとともに,一 定の労働報酬を与えたのである。それ以外のものに
ついては,①現物で返す,② 実物で精算する,③借用の形をとる,④賠償を支払 うデとい う四
つの方法をとった。
こうして,この1年 来,公社 クラスの経済は無から有へと発展 していった。1959年の農業の
生産額は2,497,600元に達 し,人民公社の三級(公 社 ・生産大隊 ・生産隊)の 経済全体 からし
て,同 じ年にあげた総生産額の29パー セン トを占めていた。 とくに,工業の生産額は飛躍的に
進展して,前年度の約2倍 の2,219,600元の収益となっている。商業の場合でもそうであ り,
商品小売総額は前年度同期のそれと比べて,約25パー セントの伸びをみせ,綿 ギ ヤバや毛糸製
品といった主な品目の売上金は,い ずれも大幅な伸びをみせている。解放前の農民たちは,貧
しさのために衣食にもこと欠いていたのに,公社経済となった途端に,分配される報酬は予想
以上に増えたので,その暮らしは安定 して良 くなったとい う。
城東人民公社は,こ うした激 しい階級闘争 と貧困との闘いを経て,貧 しさを強いられてきた
農民たちは,党 中央や政府の指導のもとにすべてに勝利をおさめて,1960年代へと足を踏み込
んだ。それは,土 地改革の年からすると10有余年,プ ロレタリア階級闘争とい う新しい形態に
入ってからでも,す でに5力 年の歳月が経っている。こうした農民たちの闘いの実践は,正 ・
反両面から多 くの有益な経験 と教訓 とをもたらした。これらの経験と教訓とを真剣に締め括 る
ことによって,人 民公社を一段と発展 させ,強 大なものとするためには,生産関係の調整がさ
しせまつた問題となってきたのである。
この人民公社が成立したときから,その成長を見守ってきた指導的立場にある党中央は,こ
の数年間に重要な指示を次つぎに出して,新 しく生まれた生産形態が健全なものとして発展す
るように導びいた。1961年のはじめ,党 中央が主宰 して 「農村人民公社工作条例」(つまり,
1961年6月に補足 ・改訂された 「六十条」で,党 中央は,翌年の2月 に人民公社の基本i採算単
位を生産隊に置 くことを決定 した。その後,同 年9月 の中国共産党第8期 中央委員会,第10回
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総会で採択された 「六十条」のなかに書きこまれた)を起草 した。これは1農村人民公社の綱
領的な文書であるといわれている。とくに,こ の 「六十条」は1958年以来,中 国の農村人口が
約8億 人といわれているなかで,約80パー セン トを占めている勤労農民大衆が,人民公社を成
立させたその経験を締め括って,農 村人民公社の当時の性質,組織,規 模,所 有制,分配制度,
各級の職責,経 営管理,内 部の関係,党 の指導などについて,一 連の明確な規定をおこなった
のである。
生産隊を基本採算単位とするこの 「六十条」の政策を実施するうえで,も っとも重要なこと
は,基 本的な採算単位を生産隊に位置づけするということであった。これは,城東人民公社の
生産関係のあらゆる面に関係 じてくる問題であった。その第1は,生 産手段の所有制の問題で
あった。もともと,生産大隊を基本的な採算単位としていた城東人民公社は,土 地,役畜,大
型農具などの生産手段をすべて所有 し,労働力も統一的に管理して,生産も統一的に指揮 して
いたのである。これは,ま だ生産力の水準があまり高 くなかったので,それぞれの生産隊の具
体的な条件の違いがかな り大きく,生産がまだアンバランスであった当時の状況のなかで,い
くつかの矛盾を生み出していた。それは当然のことで,そ の生産隊内の状況を誰よりもよく知
ってお り,人材,時 期,土 地などをよく生かして生産を発展さすことができるのは,生産大隊
ではなくて,一段下部クラスの生産隊であった。
こうした実態を認識した社員と幹部たちは,党中央の指示に従って,基本的な採算単位を,
生産大隊から生産隊におろしたことによってその矛盾も解決された。それ以来,生 産隊は独立
採算制をとったので,損 益の責任を自分でとらなければならな くなった。このように,生産隊
が生産の自主権 と収益の分配権とをもって,生産を直接に組織して,単 独で分配をおこなうよ
うになったのである。それと同時に,生産隊の範囲内の土地(河 川 ・池の水面も含む)は,す
べて生産隊の所有となって,役畜,農 機具など使用に適するものはすべて生産隊の所有となっ
た。そして,労 働力も生産隊が管理 したので,公社や生産大隊が勝手に引き抜 くことはできな
くなった。この政策の実施は,多 くの社員や生産隊の幹部から,熱烈に歓迎されたという。
基本的な採算単位を生産隊に確定するということは,人民公社成立以来の大きな内部関係の
調整であった。 しかしながら,生産隊を基本的なi採算単位とするのは,当面の生産発展の状況
に合致 したものであって,決 して生産隊だけの一級所有制をつらぬくというのではない。その
理由は,生産隊では大型農業機械を購入することは困難であるし,よ しんば,よ り上級からの
借入金で購入できたとしても,生産隊の範囲では十分にその役割を発揮することはできない。
しにがって,統 一的効果的に大型農業機械を使用するとすれば,前 述したように,人民公社,
生産大隊,生 産隊の三級所有制を本質的形態として取らざるを得ないのである。このことによ
って,公社級の機能は主として,生産大隊ではとてもやれない大型の農地の基本建設工事や,
公社経営の工業,企 業,事業を営んで,農業 と公社全体の集団経済に奉仕する。生産大隊の場
合は,生産隊ではとても買えない農業機械の購入 と,使 用に 関して 調整するとい うことであ
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る。そして,生産隊 クラスでは述べてきたように,内 部関係の調整 と,人民公社の優越性とを
より十分に発揮 させ,社 会主義的 農業経済の発展を 目指すものでなくてはならない。 すなわ
ち,人民公社の生産隊を基礎とした三級所有制度は,人民公社の 「①大 ・②公」とい う基本的
な特徴があって,農 村の生産力を高めることによって,貧 困の 根っこを断ち切るという闘い
の,大 きな基礎となったことはいうまでもない。
あ と が さ
以上述べたように,生 産手段 と土地所有 との調整が進められてい くなかで,農 業人民公社は
総括の うえにも総括 し,さ らに批判 と討議 とを重ねて,ますますの大躍進を達成して行 くので
ある。いま少 し土地所有にその例をとってみると,城東人民公社第3生 産大隊には現在13の生
産隊がある。その第7生 産隊は,第1章 に述べたように,か つては58世帯をもって1部隊を構
成 していた。ところが,人民公社が誕生した翌年の1959年に,城 東人民公社内の生産隊の規模
を調整したときに,分散 していた土地と13世帯とが隣接する生産隊に調整されて,第H章 の第
3節で述べたように,自 由売買の件で組合を出ていった5世 帯の富裕中農を差 し引いて,40世
帯をもって第7生 産隊が組織されたのである。
この生産隊は,そ の後,3世帯増えて今 日では43世帯となっている。土地所有の面でいうと,
上級生産協同組合当時は約62ヘクタールあったそうであるが,規模の調整によって,食糧の作
付面積約2ヘ クタールを第6生 産隊に,1.7ヘクタールを第5生 産隊に,約1.3ヘクタニノレを第
9生産隊へと調整 されたので,第7生 産隊の所有土地は約57ヘクタールとなった。しかし,城
東人民公社の生産隊のなかでは,も っども多 くの土地を所有 している生産隊である。こう1して
調整された第7生 産隊は,基本的には生産を直接組織する採算単位であるから,当面の生産力
の発展水準に適応したものでな くてはならない。述べてきた城東人民公社は,農業生産の機械
化が絶えず高まっているが,手 での労働もまだまだ相当に大きな比重を占めていた。それに,
従来から木目こまかな農業生産をやってきているので,どちらかといえば,生 産隊の規模はあ
まり大きくない方がよかった。
しかしながら,要は,社員たちの生活の安定が先決問題であって,生 産隊の内部関係の調整
を考えるといっても,あ まり小 さすぎると,労働力と幹部の組み合わせが うまく行かず,畜力
や農具を十分に整えることができなくなって,'農業生産の面においても不利であることは明ら
かである。生産隊の規模の大小は,何 はともあれ,社員のあいだの団結に有利でなければなら
なかった。前章に述べたように 「六十条」の精神に従って,こ の城東人民公社では40戸の農家
がひとつの生産隊をつ くった。
この第7生 産隊の場合は,a.す るその他の生産隊より約1.5倍ほどの土地を所有している
し,上海市郊外の他県のそれと比較して,生産単位では約2倍以上ゐ土地を所有 していること
になる。したがって,他 の生産隊に比べると,生産手段および諸条件が整備 されているので,
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経済的な面でも優位にあることはい うまでもない。したがって,生活の面においても,必然的
に裕福な暮らしをしていたことが了解 されるであろう。
ここにもう少し述べておきたいことは,前述 した 「六十条」を貫徹するための,も うひとつ
のかなり重要な内容ともいえる,いわゆる社員の家庭副業(養 豚,家 禽,乳 牛などの飼育,野
菜作 りや茸 ・薬草などの栽培)に ついての政策を実行するということである。この副業生産を
おこなう場所は,主 として自留地(生 産隊を基礎とした 「三級所有制度」による公共土地り う
ち,も ろもろの条件を考慮したうえで,0.5パー1セントから0.8パーセン トの割 りで社員全員に
分配して使用させる土地)で あるが,第7生 産隊の場合は,こ の自留地も他の生産隊と比べる
と多い。したがって,こ の副業生産は,社会の生産力がまだ十分に発展していない条件のもと
では混 会主蘇 団経済にとって.;.な補充的紛 であった・期 麟 の.m的 儺 を保調
る条件のもとでは,社 員が集団労働の余暇や休 日を利用して,家庭副業を発展させるのを許す
べきであって,また,励 ますべきであると 「六十条」は規定している。第7生 産隊でもこの規
定に従って,1戸 当た り平均3.5アー ルの自留地を設けた。この自留地の政策が実施されたこ
とによって,生産隊内の牧畜業などの副業が進展していった。このことが,社会全体の諸製品
を増や し,社員の収入を増やして,農 村の市場を活気づけるうえで大きな役割を果たした。そ
れは,1959年以後のことである。
以上に述べてきたことは,中国の農村における貧しかった農民たちが,長 い年月にわたって
一部の特権階級の悪質な搾取にあい,人 間としての最少限度の生存権保障である,衣 ・食 ・住
の供給にさえおびやかされてきたその実態を踏まえて,その 「貧困とのたたかい」の足跡なの
である。とくに,1946年の土地改革の兆しに端を発 し,一応の社会制度が実現するなかで,労
働力や生産手段の組織化の過程を中心にして取 り組んできた。こうした組織化運動のなかでか
れらが得たものは,集団による農業生産である人民共社を成立 させたとい うことである。さら
には,た ゆまざる闘いが 「六十条」などを制度化 し,これが功を奏した1961年までの15年間の,
農民運動を中心として述べてきた。しかも,それは搾取の根限でもある土地と生産手段との所
有権をめぐって,こ の点に的をしぼって論じたのである。
未完
〔註 〕
1)『 毛沢 東 選 集 」 第1巻 所 収 。
2)同 上,第2巻 所収 「中国 農 村 に お け る社 会 主 義 の高 ま り」 中。
3)『 毛 沢東 著 作 選 」481ペー ジ。
4)同 上,510ペー ジ。
5)『 申 国 プロ レ タ リア 大革 命 資 料 集 成』 第4巻,128ペ ー ジ。
6)同 上,129ペー ジ。
7)同 上,253ペー ジ。
8)同 上,260ペー ジ。
42 社 会 学 部 論 叢
9)同 上,261ペー ジ。
10)同 上 。
11)同 上,311ペー ジ。
12)「毛 沢 東 選集 」 第4巻 所収 「農 業 協 同 化 の 問題 に つ い て」 中。
13)「中 国 プ ロ レタ リア資料 集 成 」315ペー ジ。
14)同.上,316ペー ジ。
15)同 上,351ペー ジ。
16)同 上 。
17)同 上,360ペー ジ。
18)「毛沢 東 著 作 選」531ペー ジ。
19)『中国 プ ロ レ タ リア資 料 集 成 」321ペー ジ。
20)「 入 民 公 社 関係 資料 」 嘉 定 県 革命 委 員 会 。
21)同 上 。
22)同 上 。
23)、同 上 。
24)同 上 。
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